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研究成果の概要：国語の授業や総合的な学習の時間において協同的探究学習を随時行った。勤務校主催の「2022
年度 WWL２年次研究協議会」において、公開授業及び授業検討会を通して成果報告を行い、探究型学習を行う際
のノウハウ等について参加者と意見交換した。また、古典教材の開発・実践についても、これまでの成果をまと
め、同志社大学古典教材開発研究センター・山田和人・加藤直志・加藤弓枝・三宅宏幸［編］『未来を切り拓く
古典教材　和本・くずし字でこんな授業ができる』（文学通信、2023年）を刊行した。同センター第3回研究集
会も開催し、和本・くずし字を活用した古典教育の有効性について、参加者間で知見を共有した。

研究分野：国語科教育および日本文学

キーワード： 協同的探究学習　わかる学力　古典教材　和本リテラシー　くずし字　古典籍・和本　和本バンク

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
与えられた問いに答えるだけではなく、自ら問いを立て、論理的に考えながら、自己の意見を表現する力を高め
ることを目指す「探究的な学び」を初等・中等教育段階から行っていくことには、学術的・社会的意義が大き
い。古典への興味・関心を喚起し、人文学的思考力を涵養し、文化遺産・文化資源の活用へとつなげるという点
で、くずし字や和本を用いた指導のあり方を探ることも、学術的・社会的意義が大きい。本研究においては、公
開授業研究会や書籍の刊行・オンライン無料公開などを行うことで、指導のコツや新たに開発した教材を、他校
の教員や研究者、学生・院生と共有し、研究成果を社会全体に広く還元することができた。

奨励研究

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究の目的 
種々の学力調査から、日本の子ども達は、自分の考えを根拠に基づいて説明するといった、
「読解リテラシー」に弱さが見られる傾向が指摘されてきた。論理的思考力や、それを他者に
的確に伝える力の涵養は、現在施行されている学習指導要領においても重視されているところ
である。また、一部では不要論さえ語られる事態となっている、古典の学習においては、古典
を学ぶ意義を理解し、興味・関心を喚起できる指導方法が従前以上に求められている。本研究
の研究代表者は、論理的に考え、表現する力を高めるための指導や、視聴覚教材・くずし字・
古典籍の現物などを用いた、古典への学習意欲を喚起する指導において、学校現場での実践的
研究を重ねてきた。これら一連の研究を継続しつつ、新たな教材の開発も行うことが本研究の
目的である。さらには、その成果を公開授業や出版物等で広く公表し、他校においても利用し
やすくすることで、我が国の国語科教育全体に貢献することを目指した。 
 
２．研究成果 
（１）藤村宣之氏（東京大学教授・本研究の研究指導者）の指導助言のもと、国語科の授業や
総合的な学習の時間において、年間を通じて、「協同的探究学習」を実施した。その成果に
ついては、授業の詳細を学会誌（日本文学協会『日本文学』2022年 11月）に発表したり、 
勤務校主催の「2022 年度 WWL２年次研究協議会「新たな価値を生み出す思考力を育む
―「課題研究 STEAM」を支え、教科の学びをつなぐ「協同的探究学習」―」において、
公開授業を行ったりすることで公表に努めた。公開授業及び授業検討会では、探究型学習
を行う際のコツや注意点、評価のあり方などについて、参加者約 20 名と意見交換するこ
とができた。 
（２）同志社大学古典教材研究センター（研究代表者も研究員である）や日本近世文学会と連
携し、古典教材の開発・実践、その成果の検証を行った。くずし字や古典籍の現物には、
学習者の興味・関心を喚起する力があるということについては、これまでの検証結果から
すでに明らかになっていたが、短時間でも実施可能な授業形態や教材の開発を行った。学
校現場が多忙化していることを踏まえ、より多くの学校で現実的に実施可能な方法を確立
したいと考えたためである。本研究の研究指導者である、加藤弓枝氏（名古屋市立大学准
教授）、三宅宏幸氏（愛知県立大学准教授（当時 現・同志社大学准教授））と協同で、2023
年 3月に、研究代表者の勤務校において特別授業を実施することもできた。それら一連の
成果を、同志社大学古典教材開発研究センター・山田和人・加藤直志・加藤弓枝・三宅宏
幸［編］『未来を切り拓く古典教材 和本・くずし字でこんな授業ができる』（文学通信、
2023 年）として刊行した。書籍刊行とともに、成果の普及や学校の ICT 化に対応するた
め、本書の全てをオンライン上で無料公開（オープンアクセス）した。同志社大学古典教
材開発研究センター第 3回研究集会（2023年 3月）には、オンラインで 100名強、対面
で 60 名ほどが参加し、大学教員・小中高教員・学芸員・出版関係者・院生、学生などが
活発に意見交換を行い、和本・くずし字を活用した古典教育の有効性についての知見を共
有することができた。 
研究成果のさらなる普及や、学校の ICT 化・新学習指導要領への対応などが、今後の課題と
して考えられる。 
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